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　本コーナーでは、各組合で活躍する女性リーダーのみなさんに、組合活動に携わるようになったきっかけや、やりがいについてうかがっています。
第20回目となる今回は、住友生命労働組合 中央執行委員の田中和枝さんにこれまでの歩みや、今感じていることについて語っていただきました。

住友生命労働組合　中央執行委員
生保労連　中央執行委員　田中　和枝さん

 可能性は無限大　成長が人生を豊かにしてくれます！
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―組合活動に携わるようになったきっかけを教えていただけますか

　（職制）支部長になり3年ほど経った頃に、「（組合）支部役員をして欲しい」と声をかけていただ
いた事がきっかけです。それまでは、組合と聞いても自分とは遠い別世界のような感じで、身近に
感じていなかったというのが正直なところでしたが、会議に参加するようになってからは、意見
や要望を積極的に発言するよう心掛けました。支部役員を数年経験した後に支部委員長となり、
それまでの自分の支部（職制でのエリア）だけを意識した考えから、支社全体について何ができる
のか、視野を広げて考えるようになりました。
　今年度より組合本部で中央執行委員として活動させていただいていますが、支部でも本部でも
組織の大きさは違えど現場の声を聞いて、その声にどう応えていくかという活動は一緒だと感じ
ています。

―組合活動に携わったからこそ経験できたことはありますか

　営業活動は、長年勤めた経験から理解・行動できることが多いのですが、組合本部の活動は初
めて経験することが多く、新人の頃の気持ちになって新鮮さを感じながら活動をさせてもらって
います。会社との協議は、現場の想いだけではできないですし、組合活動自体、様々な職制・立場
の組合員がいる中、360度のものの見方が必要なので非常に難しいですが、組合活動に携わったこ
とで新たな経験をさせていただいています。

―組合活動をされる中で大変なことを教えてください

　コロナ禍で組合員に直接会える機会が減っていることもありますが、組合活動の結果等を、一
人ひとりの組合員に伝えることの難しさを感じています。これまで会社とやりとりした「熱量」を、
どうすれば組合員のみなさんにお伝えできるのか。また、情報を発信しても、組合活動に関心を

持ってもらえなければ、読んでもらえず伝わりません。組合活動に
対してどうしたら興味を持ってもらえるのか、日々葛藤しています。

―女性にもっと組合活動に参画してもらうためにはどうすれば良いと思いますか

　一般的に、女性の夕方は忙しい時間帯なので、組合活動よりも優先しなければならないことが
あると思います。そんな中でも、自分が欲しい情報は自分から能動的に取りに行きますよね。そう
した忙しい時間の中でも、「聞きたい、見たい、話したい」と組合活動に興味・関心を持ってもらえ
ることが必要だと思います。「これを聞くと自己成長できる」とか「これ聞いてみたいよね」と思う
ものをどのタイミングでどう発信していくかが大事だと思っています。　あわせて、時間外の組合
活動だけではなく、ちょっとした隙間時間を有効活用する等、女性が参画しやすい工夫をする必
要もあると思います。

―最後に、女性組合員のみなさんにメッセージをお願いします

　人に対してもですが、自分に対しても決めつけないことが大事だと思います。「私には無理」な
どの思い込みを捨てて、自分を信じて様々なことにチャレンジしてほしいです。可能性は無限大
ですし、成長は人生を豊かにしてくれます。今の状況を少しでも変えたいなと感じた時、小さな
チャレンジを積み重ねることで、可能性は無限大になります。

―ありがとうございました

　ゴルフが趣味という田中さん。色々な方とのラウンドは新たな出会いもあり、とて
も良い気分転換になっているそうです。また、英会話での異文化交流を通じて、新しい
気付きや価値観が生まれ、改めて自国の理解も深められているということです。
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消費者代表からの意見・アドバイス

● タブレット端末を利用した意向確認の際、高齢者でなく
ても複雑な金融商品のリスクに関する内容を理解でき
ていない人は多い。外貨建て保険や変額保険等、適
合性の原則が適用される商品では、自身が売りたい商
品を勧めるのではなく、お客さまの知識、経験、財産の
状況、契約締結目的に照らして、相応しい商品を販売し
てほしい。
● 保険販売の形態や商品が多様化し、消費者にとって選
択肢が増えている分、消費者に対する一層の生命保険
教育が重要となる。みなさんの募集活動そのものが、
生命保険教育の側面も担っていることを意識しながら
活動してほしい。
● 以前とはまったく異なる生命保険会社の姿に、隔世の感
を覚えた。デジタルツールを有効に活用しながらお客さ
ま対応や社内研修等を行っていることがよく分かった。

●お客さま対応について、どの会社もデジタル化でめざし
ている方向性は同じだと感じた。また、好事例も共有で
きたので改善につなげていきたい。
●研修面について、デジタルを活用して活動の効率化を
はかっていることや、内容の均一化に努めている事例
を伺い、大変参考になった。
●コロナ禍で活動の制限がある中、各社ともデジタルの
活用を進めているものの、やはり従来通り対面での活
動が基本であると感じた。特に高齢層のお客さま、営
業職員双方のデジタル化の対応は難しい側面があり、
課題が多くあると改めて認識した。
●他社の現状を聞けてとても参考になった。デジタル
の活用にはメリット・デメリットの両面があるので、お客
さまにとって有益となる方向でデジタル活用を進めて
いきたい。

参加者からの意見・感想

　生保労連では、消費者と組合員との相互理解を深めることを目的として、全国各地で「Ｕ＆Ｕネットワーク」を開催し、消費生活専門相談員の方との意
見交換を行っています。
　今回は、1月26日に開催した「Ｕ＆Ｕネットワークさいたま」、2月16日に開催した「Ｕ＆Ｕネットワーク松山」の様子をお伝えします。
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ユーザー ユニオン

　貧困、紛争、気候変動、感染症など、世界は今数多くの課題に直面しています。それらの課題を整理し、解決方法を考え、「持続可能な世界を実現するために進むべき道」を
示したものがSDGsです。「誰ひとり取り残さない」ことをめざすSDGsと組合活動。どのような関係性があるのでしょうか。

●私たちがこの地球で暮らし続けていくために、2030年までに達成すべき17の目標です
　 　SDGs（持続可能な
開発目標）とは、2015
年9月の国連総会で採
択された、2030年ま
での国際的な成長目
標のことです。
　 　世界は今、貧困や
温暖化、感染症などの
数多くの課題に直面
する中で、このままで
は人類が安定して暮ら
し続けることができな
くなると心配されてい
ます。
　 　そんな危機感から、世界中の様々な立場の人々が話し合い、課題を整理し、解決方法を考え、
2030年までに達成すべき具体的な目標を立てました。
　　それが「持続可能な開発目標（SDGs）」です。

●組合活動もSDGsの目標達成に貢献しています
　 　私たちが暮らし続けられる世界をつくるために、SDGsが示した目標達成に向けて取り組むことが
求められています。そのためには、国や企業だけでなく、私たち労働者一人ひとり、また、その集ま
りである労働組合も取り組まなければなりません。実は、組合活動もSDGsと関係しています。
　　例えば、各組合の「春闘」の取組みもSDGsの目標達成に貢献しています。

　 　また、みなさんが普段の暮らしの中で取り組める例として、生保労連が推進している「エコキャップ
回収活動」や「エコライフ運動」があります。これらも環境問題への取組みとして、SDGsの目標達成に
貢献しています。一人ひとりの意識や行動の変革が持続可能な社会の実現につながることとなります。

SDGsと組合活動

私たちの組合活動もSDGsの目標達成に貢献しています!

 SDGsって何だろう? SDGsって組合活動と関係あるの?

次号では、生保労連の環境問題への取組みについてご紹介します。

● 全組合員参加による総合生活改善闘争を推進する
●営業職員の魅力ある働き方を実現する
　－営業職員に対する活動支援の取組み
　－魅力ある労働条件・働き方の実現　等
●安心と働きがいのもてる労働条件をつくる
　－賃金改善の取組み
　－ワーク・ライフ・バランスの実現　
　－多様な人材が活躍できる職場づくり　等

春闘(「総合生活改善闘争」)の取組み  関連する主なSDGs

SDGsの17の目標

2回連載：1回目




